
 

「褥瘡に関する基礎知識」講習会 

 

平成 28年 8月 10日に、デイサービスセンターすまいる青葉にて、 

大牟田市立病院 形成外科部長：春日 麗 先生にお越しいただき、褥瘡に関する基礎知識、
予防、スキンケア等を教えて頂きました。 
すまいるホームスタッフ、約５０人集まり褥瘡について勉強させていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

褥瘡は排除することが可能な要因によって生じる疾患、危険度を予測するこ
とで予防が可能な疾患であること。この要因に目を向けて取り組まなければな
らないことを改めて感じました。 
 褥瘡となって行うのではなくリスクを感じとり予防する事、作らない強い意
識をもちケアに向かわなければならないと思いました。マットレス同等の体圧
分散方法も工夫して行っていこうと思います。 
 湿潤のある皮膚状態を保つことを目標とするわかりやすい講演でした。 
ありがとうございました。 



 

 

とてもわかりやすい講義でした。栄養状態や水分補給・体位変換など介護の

現場でも予防できる疾患であることを学び、キネステティックポジショニン

グをネットで調べ勉強しました。 

自分たちにもできることから始め入居者様により良い生活の場を提供でき

るようこれからも努めていきます。 

ありがとうございました。 

まず、「栄養・圧」が基本だと感じました。 

そして、体圧分散やその方にあったマットレス・車いすも考えて使って行か

ないと意味がないということ。『予防』が一番大事と改めて考えさせられまし

た。医療機関でも工夫をされていることを知り、介護の現場でも工夫をして

いかなければならないと思いました。褥瘡がどれだけ怖いか、利用者様一人

ひとりをしっかり見ていきたいです。 

春日先生のお話しを聞き、栄養状態と褥瘡は比例していることも知りまし

た。基礎知識を学び褥瘡の発生の原因やなぜできるか等を勉強させて頂きま

した。 

利用者様にあった寝具の種類（ベッド・車いす）を選ぶことが予防にも繫が

っていくことなど、ユーモアたっぷりにわかりやすく教えて頂きました。 

これを生かし、利用者様に安全・安心につながる生活が送れるよう看護・介

護に役立てたいと思います。 


